
「令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」結果の概要 

福島市教育委員会 

 

１ 調査の概要 

（１）実施時期  令和６年４月から令和６年７月末までの期間 

（２）調査対象  市立小学校４３校の第５学年の全児童 

         市立中学校１９校の第２学年の全生徒 

（３）調査内容  ① 実技に関する調査 

           ＜テスト項目＞ 

           ○小学校 

            握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、２０ｍシャトルラン、 

            ５０ｍ走、立ち幅とび、ソフトボール投げ 

           ○中学校 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走(男子 1500m、 

女子 1000m)又は２０ｍシャトルラン(※)、５０ｍ走、立ち幅とび、 

ハンドボール投げ 

※福島市では持久走(男子 1500m、女子 1000m)を選択 

         ② 質問紙調査（運動習慣、生活習慣等） 

 

２ 令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 

（１）体力・運動能力について 

 



【体力合計点平均値推移】 

 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R3 R4 R5 R6 

小５男 51.49 52.36 52.08 53.94 53.95 54.72 53.84 52.28 52.40 52.50 52.07 

小５女 53.05 53.88 54.97 56.66 56.98 56.55 56.95 54.96 55.31 55.00 54.35 

中２男 40.30 40.77 40.83 40.98 41.57 41.16 41.53 41.73 42.04 41.15 42.36 

中２女 46.86 47.07 47.18 48.05 49.35 50.36 50.90 49.67 47.82 49.02 48.43 

※現行調査は平成２５年度より開始 

※新体力テスト合計点の満点は８０点（８種目×１０点＝８０点） 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から調査中止 

※最も高い値は赤網掛、最も低い値は青網掛で表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）種目別体力・運動能力の概要について 

  ①小学５年生男子 

  ・ 全国平均値を上回った種目は、「上体起こし」、「反復横とび」「立ち幅とび」である。 

  ・ 課題となる種目は、「握力」、「長座体前屈」、「２０ｍシャトルラン」、「５０ｍ走」「ソフト

ボール投げ」である。 

 

  ②小学５年生女子 

  ・ 全国平均値を上回った種目は、「上体起こし」、「反復横とび」、「５０ｍ走」、「立ち幅とび」、

「ソフトボール投げ」である。 

  ・ 課題となる種目は、「長座体前屈」、「２０ｍシャトルラン」である。 

  ・ 「握力」は全国平均並みである。 

 

  ③中学２年生男子 

・ ８種目全て（「握力」、「上体起こし」、「長座体前屈」、「反復横とび」、「持久走(1500m)」、「５

０ｍ走」、「立ち幅とび」、「ハンドボール投げ」）において、全国平均値を上回っている。 

 

  ④中学２年生女子 

  ・ 全国平均値を上回った種目は、「握力」、「上体起こし」、「長座体前屈」、「持久走」、「５０ｍ 

走」、「立ち幅とび」、「ハンドボール投げ」である。 

  ・ 課題となる種目は、「反復横とび」である。 

 

 

○ 「体力合計点平均値」について全国平均値と比較すると、小学５年生女子、中学

２年生男女において全国平均値を上回った。 

○ 中学２年生男子は、令和５年度の市平均値を上回った。小学５年生男女、中学２

年生女子は、令和５年度の市平均値を下回った。 



（３）運動習慣等について 

 

【１週間の総運動時間（学校の体育・保健体育の授業時間以外）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 運動やスポーツをすることが「好き」と回答した割合は、すべての調査学年にお

いて全国平均値を下回った。 

○ 体育・保健体育の授業が「楽しい」と回答した割合は、中学２年生男子では全国

平均値を上回ったが、それ以外の調査学年では全国平均値を下回った。 

○ １週間の総運動時間（学校の体育・保健体育の授業時間以外）は、中学２年生男

女は全国平均値を上回ったが、小学５年生男女は全国平均値を下回った。 

 令和５年度と比較すると、小学５年生男子と中学２年生男子は運動時間が増加し

たが、小学５年生女子と中学２年生女子は運動時間が減少した。 

○ 運動部への所属については、中学２年生男女で全国平均値を上回った。 

○ 地域スポーツクラブへの所属については、すべての調査学年で全国平均値を下回

った。 

○ 「毎日朝食を食べる」と回答した割合は、小学５年生男女、中学２年生男子は全

国平均値を上回ったが、中学２年生女子は全国平均値を下回った。 



３ 福島市教育委員会の体力・運動能力向上への取組 

（１）子どもの体力アップ支援委員会による運動動画・デジタル運動カード制作 

    児童生徒に体育・保健体育の授業を通して運動する楽しさ 

を実感させ、運動習慣を身に付けさせながら体力の向上を図 

るために、授業で活用できる運動動画や運動の日常化を図る 

ためのデジタル運動カードを制作し、市立学校に提供してい 

ます。 

       【デジタル運動カード】 

（２）体育・保健体育の授業における体力向上策の実践 

小学校においては、県が開発した「運動身体づくりプログラム」の継続実践や自校化によ

り、運動感覚の向上を図ります。 

中学校においては、小学校での「運動身体づくりプログラム」の内容を踏まえ、生徒の実

態に応じて補強運動や補助運動を計画的、継続的に実施し、体力の向上を図ります。 

 

（３）体力向上推進計画に基づく体力向上策の実践 

    体力・運動能力調査の結果を踏まえ、各校が体力向上推進計画を作成し、その計画に基づ

いて学校教育活動全体で体力向上策を確実に実践します。 


